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研究背景 と 目的

試験体と実験装置

スペクトロスコピー計測結果

二探触子透過法を採用．公称
周波数は100ｋHzの広帯域超
音波探触子を用いた．送受信
子間距離は50mm一定とした．

音速の変化 中心周波数の変化

練置きの影響（時間経過の影響）

W/C：65％

打込み直後の中心周波数は，練置
きの影響を受けにくく，約1.5ｋHz．

不正加水の検出

ま と め

練混ぜ直後の中心周波数

練置き終了の時間になると，
１．練直し（2分）
２．打込み，成形（2分）
３．計測装置のセッティング（1分）
４．測定開始

測定間隔は1分とし，15分間測定を行った．


